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日

号
外

ペ
ー
ジ

七

最
終
指
定
親
会
社
及
び
そ
の

子
法
人
等
の
保
有
す
る
資
産

等
に
照
ら
し
当
該
最
終
指
定

親
会
社
及
び
そ
の
子
法
人
等

の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況

が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
の
基
準
を
定

め
る
件
及
び
最
終
指
定
親
会

社
及
び
そ
の
子
法
人
等
の
保

有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
当

該
最
終
指
定
親
会
社
及
び
そ

の
子
法
人
等
の
自
己
資
本
の

充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め

の
基
準
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

八
47

七
二

八

銀
行
代
理
業
者
に
係
る
銀
行

代
理
業
の
許
可
が
そ
の
効
力

を
失
っ
た
件

一
一
48

四

九

信
用
金
庫
代
理
業
者
に
係
る

信
用
金
庫
代
理
業
の
許
可
が

そ
の
効
力
を
失
っ
た
件

一
一
48

六

一
〇

銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
銀
行
が
そ
の

保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し

自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が

適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
の
基
準
等
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
五
52

一
五

一
一

金
融
分
野
に
お
け
る
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九

二

一
二

金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十

六
条
の
六
十
七
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
取
引
情
報
蓄
積

業
務
を
行
う
者
を
指
定
し
た

件

二
一

五

一
三

銀
行
法
施
行
規
則
第
十
四
条

の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
第

一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い

算
出
さ
れ
る
自
己
資
本
の
額

に
必
要
な
調
整
を
定
め
る
件

等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
二
57

四

一
四

銀
行
法
施
行
規
則
第
十
七
条

の
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第

三
十
八
号
の
規
定
に
基
づ
く

銀
行
等
の
子
会
社
が
営
む
こ

と
の
で
き
る
業
務
か
ら
除
か

れ
る
業
務
等
を
定
め
る
件
等

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
二
57

五

一
五

銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の

制
限
に
関
す
る
内
閣
府
令
第

五
条
及
び
第
七
条
第
六
項
に

基
づ
く
銀
行
法
第
十
四
条
の

二
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に

従
い
算
出
さ
れ
る
自
己
資
本

の
額
に
必
要
な
調
整
等
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
二
57

七

一
六

保
険
業
法
施
行
規
則
第
百
五

条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
く
金
融
庁
長
官
が
定
め
る

会
社
分
割
に
よ
り
保
険
契
約

を
承
継
さ
せ
る
場
合
の
認
可

の
申
請
の
書
面
の
様
式
並
び

に
そ
の
記
入
及
び
算
出
の
方

法
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
五
59

二
〇

一
七

銀
行
法
施
行
規
則
第
十
九
条

の
二
第
一
項
第
五
号
ニ
等
の

規
定
に
基
づ
き
、
自
己
資
本

の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て

金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
八
64

六
二

一
八

銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
銀
行
が
そ
の

保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し

自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が

適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
の
基
準
等
の
一

部
を
改
正
す
る
件
及
び
最
終

指
定
親
会
社
及
び
そ
の
子
法

人
等
の
保
有
す
る
資
産
等
に

照
ら
し
当
該
最
終
指
定
親
会

社
及
び
そ
の
子
法
人
等
の
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
八
64

八
九

一
九

銀
行
法
施
行
令
第
十
七
条
の

二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
を
適
用
し
な
い
金
融

庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る

件
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
九
66

四
四

二
〇

信
用
金
庫
が
会
員
以
外
の
者

に
対
し
て
行
う
資
金
の
貸
付

け
等
に
関
す
る
期
間
及
び
金

額
を
指
定
す
る
件
等
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
九
66

四
四

〇
金

融

庁
、
財
務
省
、

経
済
産
業
省

一

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金

庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の

経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件

八
47

七
四

二

〃

一
五
52

一
六

三

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金

庫
法
の
施
行
に
関
し
て
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
二
57

七

四

経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内

閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組

合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
第

八
十
三
条
第
一
項
第
五
号

ニ
、
第
八
十
四
条
第
三
号
ハ

及
び
第
八
十
六
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
自
己
資
本
の
充
実

の
状
況
等
に
つ
い
て
経
済
産

業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金

融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
事

項
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
八
64

八
九

五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金

庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の

経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
八
64

J
I
N

〇
金
融
庁
、
厚
生
労
働
省

一

労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀

行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び

労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保

有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

八
47

七
六

二

〃

一
五
52

一
六

三

労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
四

十
五
条
第
五
項
第
三
号
、
第

十
一
号
及
び
第
三
十
八
号
の

規
定
に
基
づ
く
労
働
金
庫
又

は
労
働
金
庫
連
合
会
の
子
会

社
が
営
む
こ
と
の
で
き
る
業

務
か
ら
除
か
れ
る
業
務
等
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
二
57

八

˜—
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